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 1.研究の背景
 世界の市場1まリアルタイムで連結され、“ものつくり"は最適地生産、低識スト生産を目掬して生産場所が
 世界レベルで分散され、連結管理される時代となってきた。このような状況で、日本が将来にわたって活力を
 持ち続けるには、“ものつくり"の国際観争力を維持し、さらに強化することが必須である。そのためには、“もの
 つくり"によって生み出される財が国際標準に準拠するだけでなく、一``ものつくり"で使用される産業財について
 も国際標準に準拠することが肝要である。他方、研究分野では国際標準化に関する研究の多くが消費財を対
 象としたものとなっており、産業琳を劾象とした国際標準化に関する研究が十分になされていない。日本の“も
 のつくり"における国際的な競争培位を確立・強化していくには、産業財の国際標準化における競争戦略の研
 究が行われるべきである。
 2,・研究の目的および意義
 本研究の目的は1産業財の国際標準化を通して、グローバル市場での競争における優位性を持続的に
 確保するための企業の競争戦略を明らかにすることぞある。導出する競争戦略は競争優位を獲得しようとする
 傘業が形成過程において活用ができるものである。なお本研究で対象とする“標準"とは、r製晶がその目的
 に適合することを保証するための技術仕様の文書による合意」であり、“産業財"は、沖核部晶として生産シス
 テムまたは工業製品に組み込まれる財」とする5本研究の意義は、①産業財における国際標準化の競争戦略
 に関する先導的砺究となること、②消費財の研究と産業財の研究との連携に貢献すること、③産業財の提供
 企業がグ覆一バル競争における競争優位を、国際標準化を通して獲得するための戦略構築に貢献すること、
 ④β本が“ものつくり"での国際競鋤を維持・強化するために貢献することである。
 3.研究方法・
 本研究では先行研究の文献調査を行って分析のフレームワークを構築した上で、産業財の国際標準化
 の個別事例調査∫分析する。そこから産業財の国際標準化における競争戦略を導出している。
 (1)分析フレームワ晶ク
 分析のフレームワークは、消費財の国際標準化に関する先行研究で山田英夫(2004))が提案した考え方
 をベースに採用して、産業財の国際標準化に適用できるものを構築した。具体的には、①規格競争の種類、
 ②競争における地位礼③規格ライフサイクル(Stand翫rdLi勉ycle、以降ではSLCと表記)の3っを組み合わせ
 たものである。
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 (2)事例調査の方法
 事例調査・分析は、公開傭報ならびに標準化に関わっている企業の保有情報中の企業機密に属さない
 関係情報を主として、情報を収集・分析を行った。合わせてインタビュー調査を実施した。それらの分析結果を
 定量的に評価することを目的として、T.LSaatyが提唱したAHP法(Analyt圭cHle獄chyProcess)を採用し分
 析を実施した。
 4.産業財の国際標準化に関する事例分析
ゆ
 グ揮一バル市場において、国本のものつくり企業が持つ国際競争力に大きな影響を与えた、または今後
 に与えることが想定できる次の3つの事例を選定しオ調査・分析を実施した。
一
 フィールドバス標準は生産プラントにおける機器間をつなぐワイヤリングの役割を拡大し、市場に大き
 な変革をもたらしたものである。17年間という長い抗争の結果としてデジュリ標準となったもので、産業財の
 国際標準の形成途上で起こる課題の多くがここで発生していると考えられる。・また、これは日本全業が長期
 間にわたる激しい闘いの結果、産業財の国際標準化での勝者となった珍しい事例でもある。
一
 フィールド無祿標準は生産プラントの機器間を無線でつなくもので、事例1で扱ったフィールドバスな
 ど有線ウイヤリングでは難しかった所を対毎とするものである,事例1どほぼ同」の企業14よって標準化が
 進行しており、事例1での闘いの経験が反映されることで、企業が重要視する競争戦略が明らかとなること
 が期待できう。
 事例3:組み込みハイエンド・マイクロプqセ・・サ雛化
 組み込みハイエンド・マイクロプロセッサは携帯電話を始めとしで構報家電、自動車などに組み込まれ
 て使用される超小型演算装置である。組み込みハイエンド・マイクロプロセッサの活用が急激に拡大し、高
 度化する中で、市場要求はマイクロプロセッサ自体の機能・性能から、組み込みソフトヴェアを含めたト》タ
 ルな開発Q生産性に移っている。海外の新興企業が、この分野でリーダーであったβ本企業を凌駕して、
 デファクト標準を握った事例である。
 5.結論
 (1〉産業財の国際標準化の事例分析に有効な分析フレームワークを構築
 産業財の国際標準化を通して企業が競争における優位性を獲得するには、自社および競合する他社の
 標準化戦略を分析することが必要であり、その分析評価に適用できる分析フレームワークが必須となる。本研
 究では、①産業財の規格競争の種類、②産業財の規格競争における競争地位、そして③産業財のSLCを組
 合せた分析フレームワークを構築し、有効に活用できることを示した占
 ・産業財の上市前での標準化活動を揺籃期と収斂期と年分割してSLCに設置することは、産業財の国際
 標準化の活動を分析する上で有効であることが明らかとなった。
 ・産業財のSL¢の特徴および移行条件が、標準化の現場で活動する企業によって、オンラインで活周でき
 るものとなった。
 ・産業財Q規格競争における競争地位として、``二番手チャレンジャー"地位を追加することで、遅れて競
 争に参加しても競争優位を獲得する戦略が明らかとなった。
 (2)産業財の国際標準化において、“先進顧客"が重要な役割を担っていることを明らかとした
 産業財の標準化活動において、単に市場からの要求を提示するだけではなく、標準化活動のメンバーと
 して積極的な役割を担っている“先進顧客"がいることが明らかとなった。産業財の国際標準化におけるこれら
 の“先進顧客"の特徴は、①重要な市場動向に関して大多数のユーザに先行しており、②自らのニーズを充
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 足させる解決策の実現に積極的であり、そのために③解決策を実現するための標準化活動にも主体的に参
 画し、④解決策を提供する市場の立ち上げに協力し、結果として⑤解決策から相対的に高い効用を獲る存在、
 である。なお、Hlppel,EF↓(1991)の定義する“リードユーザ"は、この内の①②⑤の役割を担うものである。
 先進顧客は標準1ヒに対して、①標準が統一されるように継続して要求提示、②市場の要求を集約して明
 示、して協力するだけでなく、③プロトタイプ製品に評価機会・場所を提供、④標準に準拠した製品を評価して
 改善に協力、を通して標準の確立に積極的に協力している。さらに、⑤準拠した製品を早期に採用することで
 提供企業による事業化の加速への支援、『と広範囲である。
 産業財の提供企業がグローバル市場での競争における優位性を持続的に確保するためには、先進顧客
 との協調的関係を構築することが重要である。
 (3)企業がとるべき産業財の国際標準化での競争戦略
 産業財の国際標準化活動に参画する企業が取るべき競争戦略は、企業の競争における地位(以降では
 ``競争地位")毎に異なっている。そわぞれの競争戦略を明らかとした。
 1)チャレンジャー企業の競争戦略
 本研究では新しい標準化活動を通して市場シェアの拡大を狙う企業をチャレンジャー企業とする。チャレ
 ンジモー企業は、麗存標準の持つ制約を乗り越えて、将来のあるべき姿を実現する新しいコンセプト、構造、
 機能を市場に提案し、そめ新しいものが創り出す競争領域での事業展開に先行することで、競争優位を獲得
 している。そのために、先進顧客の種種的な支援を受けて、標準に準拠した製品と新しいキラ轡アプリケ》シ
 ョンを育てていくことに努力している。本研究によって導出したチャレンジャー企業がとるべき競争戦略をsLc
 に沿って下図に示す。なお、AHP解析によって競争戦略の重要度を明らかとして、重要であると示された戦
 略にはく重要>と付記している。
揺籃期
収斂期
導入期
成長期
成熟期
 ①非標準でも部分でも期待機能を先行実現〈重要>
 ②標準化でめ中核的な存在感を早期に確保く重要〉
 ③既存標準では実現できない拡張を新輝標準に埋込〈重要〉
 ④早期標準確定く重要>
 ⑤拡張が創る新しい競争領域で競争優位を獲得する体制あ構築、製品開発を先行実施
 ②(継続)標準化での中核的な存在感を維持
 ⑤(継続)拡張が創る新しい競争領域で競争優位を獲得する体制の構築、製品開発を実施〈重要>
 ⑥新しい拡張の効果を実証する成功事例を早期実現く重要〉
 ⑦製品を早期に市場投入し、顧客と連携して成長〈重要〉
 ②(継続)標準化での中核的な存在感を維持
 ⑤(継続)拡張が創る新しい競争領域で競争優位を獲得する体制の構築、製贔開発を実施く重要>
 ⑧標準を継続して成長させ、標準の求心力を維持、強化
 ⑨標準準拠品の供給責任を全うする
 2)二番手チャレンジャー企業の競争戦略
 本研究での二番手チャレンジャー企業は、標準化の初期時点では標準化に積極的に参画していなくて
 も、動向を見定めて対応を転換し、積極的なチャレンジャーとなる企業である。二番手チャレンジャー企業の
 最大の弱みは、先進顧客が二番手チャレンジャーの役割、存在を必要としていないことである。その弱みを克
 服するには、企業の標準化活動における存在感を意識的に明らかに示すことが重要であり、高レベルの技術
 者を標準化活動に送り込み、標準化活動に地道に協力して標準仕様の策定に継続的に貢献することが根本と
 なる。その努力によって、標準化活動における中核企業と認められ、チャレンジャー企業の地位を獲得してい
 く。事業展開においては、先行する企業と棲み分けることのできる市場を開拓し、そこに注力していく戦略も必
 要である。
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 3)リーダー企業の競争戦略
 本研究でのリーダー企業は、標準化の開始時点において既存標準でトップレベルの市場シェアを握って
 いる企業である。リーダー企業が競争優位を獲得する戦略は、現在のリーダー地位に甘んじることなく、チャレ
 ンジャー企業として行動することである。但し、リーダ」企業の強みは多くの顧客との強い依存関係があり協調
 的関係を保持しているため、顧客が継続してリーダー企業の新しい標準へ対応を期待してくれていることであ
 る。したがって、たとえ導入期からでも、新しい標準への対応を強化さえすれば、出遅れを回復するチャンスを
 持づている。
 (4)産業財と消費財の国際標準化に関する研究成果の相互活用
 本研究は、消費財の国際標準1ヒの競争戦略に関する研究を先行研究として、その研究成果を踏まえて、
 産業財における国際標準化の競争戦略の研究を行ったものである。消費財の先行研究にある分析のフレー
 ムワークは有益なものであった。また、消費財の先行研究にある、国際標準1ヒにおける競争戦略(山環英夫
 (2004))は、本研究で導出した産業財のものとの間に矛盾は無く、むしろ類似性は高く、両者の研究成果は相
 互につながり、連携させて活用できると判断した。消費財の国際標準化においてコンソーシアム標準化が増え
 ていることを勘案すると、本研究で提案した産業財の分析フレームワークや先進顧客に対する考察は消費財
 の研究にも有効であると考える。.
 (5)日本の産業財の国際標準化への取り組みに対する捷書
 1)国際標準が確立されるのを待つのではなく、自ら仕掛けて自らの競争優位の手段とする。
 2)国際標準化活動におレ》ては公乗な標準化会議に参画するだけでなく、各種の非公式な会合にも参加し、
 人脈構築に注力する。
 3)国際標準化活動べの参画意思を明確とし、直擦的かっ地道な努力を行い、先進顧客との協調的関係を構
 .築するq
 4)日本の顧客企業が先進顧客となって、将来に向けた新しい国際標準の形成に貢献すべきである、
 6.今後の課題
 1)産業財の特徴として、先進顧客とリーダー企業との問に深い依存関係と信頼関係があり、標準化での競争
 優位に影響を与えているように見える。この依存関係が産業財の国際標準化における競争優位に与える
 影響について、さらに研究を深あるこ≧が必要である。
 2)業界による標準化活動に対し、類似した目的で独立したデファクト標準化を並行ざせる戦略が有効に機能
 しているように見える。競争戦略を検討ずる上で、この戦略は無視できない重要な研究課題である。
 “
一
き
一
肚
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 論文審査結果の要旨
 世界市場の拡大に伴い、製造業の生産場所は最適地生産、低コスト生産を園指して世界レベルで分散し、
 連結管理される時代となっている。このような状況で、田本が将来にわたって経済的活力を持ち続けるためには、
 製造業の国際競争力を維持し、さらに強化す154とが必須である。そのためには高度な技術に裏打ちされ、中
 核部晶として生産システムまたは工業製品に組み込まれる産業財が国際標準に準拠することが極めて重
 要である。本論文は、こうした現状に鑑み、産業財の国際標準化戦略め研究フレームワークを新たに構築
 し、これに基づいて、日本企業の産業競争力全般に多大な影響を与える産業財の事例を詳細に調査・分'
 析し・世界暢で畷鞭位性購続的に確保するための麟財の国際標靴戦略頒体的内容とそこ
 で㊨先進顧客り役割について研究した成果をまとめたものであり、全文5章からなる。
 、第1章は序論であり、本研究の背景と臼的を述べている。
 第2章では、国際標準化戦略に関する国内外の多くの先行研究について検討を加え、主要な研究フレ
 ー ムワークである規格ライフサイクルの課題を議論している。また㍉標準化戦略として、標準を実現し
 自弓の優位性を盛込む規格戦略、新しいアプリケーションヘの対応を展開する事業戦略、標準に準拠し
 た製品で適正な利益を獲得する製晶戦略、の3点に集約されることを明らかにしている。これは、国内
 外の多くの標準化研究での戦略を系統的にまとめた点においてv重要な成果である。
 第3章では、第2章での研究フレームワーク及び戦略の検討結果から具体的な産業財に関する国際標
 靴戦略研究の㍗略聾殖提察してレ'る・本章で提案している研究フレームウークは“規格鱒・
 の種類、競争地位、規格ライフサイクルの3要素と輝格ライフサイクルの各期とを組み合わせ、きらに
 規格ライフサイクルめ全体及び各期での国際標準化戦略項屋についてAHP(階層化意思決定法)・によ
 りで重み付けも可能とするものであり、実用上極めて有益な成果である。
 第4章では、第3章で援案した研究フレームワークを思いて、資本企業の産業競争力全般に多大な影
 響を与える産業財の事例を選定し、多数のインタヴュー調査及びAHP分析により具体的な戦略項園に
 ついて詳細に調査・解析を行っている。,その結果・規格ライフサイクルの初期段階では規格機略の重要
 度が商いのに対して、中間段階になると事業戦略の重みが増し、最終段階では事業戦略が高くなるなど、
 規格ライ。フサイクルの進展につれて競争戦略が変遷していくことを論証している。さらに、産業財の特
 徴として、先進顧客と企業との問には深い依存関係と信頼関係があり、標準化での競争優位に先進顧客
 が大きな影響を与えていることも明らかにしている。これらは実用上極めて有益な成果である。“
 第5章雄結論である。
 以上要するに本論文は、産業財の函際標準化形成プロセスにおける規格ライフサイクルの全体及び各期
 別の両方における重要な戦略を明らかにし、持続的な優位性を維持するためには先進顧客との間の長期
 的な信頼関係を確保するための戦略パートナシップを構築することの有用性を論証したもので、その成
 果は日本の製造業の飼際競争力強化に適用可能であり、経営システム工学及び技術社会システム工学に
 寄与するところが少なくない。
 よって、本論文は博士(工学〉の学位論文として合格と認める。
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